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８
月
15
日
「
第
37
回
足
寄
ふ
る
さ

と
盆
踊
り
・
両
国
花
火
大
会
」（
実

行
委
員
会
主
催
）
が
町
民
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
・
利
別
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
約
２
万
人
が
訪
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
足
寄
町
青
年
連
絡

協
議
会
（
安
藤
翔
悟
会
長
）
に
よ
る

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
が

行
わ
れ
、
昨
年
大
好
評
だ
っ
た
着
ぐ

る
み
相
撲
の
他
、
越
後
谷
勇
樹
さ
ん

に

よ
る
ス
プ
レ
ー
ア
ー
ト
、
一
升
モ
チ

レ
ー
ス
、
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
レ
ー
ス
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
足
寄

町
に
ち
な
ん
で
開
催
さ
れ
た
「
美
足

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
９
人
の
足
自

慢
が
参
加
。
よ
り
す
ぐ
り
の
美
足
に
、

ス
テ
ー
ジ
の
周
り
か
ら
は
歓
声
が
沸

き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

仮
装
盆
踊
り
に
は
、
個
人
の
部
に

13
人
、
団
体
の
部
に
10
団
体
が
出
場
。

有
名
映
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
せ

た
衣
装
で
観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　

両
国
花
火
大
会
で
は
、
昨
年
度
誕

生
し
た
新
生
児
を
祝
う
「
こ
ど
も
の

た
め
に
花
火
を
あ
げ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
45
発
を
含
む
１
万
45
発
の

花
火
が
足
寄
の
夜
空
を
照
ら
す
と
、

詰
め
掛
け
た
観
客
か
ら
は
拍
手
と
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊
り

両
国
花
火
大
会

団体の部優勝「ゴーストバスターズ」

個人の部優勝「ハロウィン」
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職員の給与に関してご不明な点は、総務課総務室職員担当までお問い合わせください。

☎２５－２１４１（内線３２３）

■級別職員数（一般行政職）
（平成27年４月１日現在）

区 分 標準的な職務 職 員 数

６ 級
課　長

参　事
  7人

５ 級
室　長

主　幹
13人

４ 級 主　査 30人

３ 級 主　任 11人

２ 級
主　事

技　師
10人

１ 級
主　事

主事補
    9人

計 80人

・区分は足寄町給与条例によります。
・標準的な職務内容とは、それぞれの級の
　代表的な職務です。

■期末・勤勉手当支給率
（平成27年４月１日現在）

区　　　分 期末手当 勤勉手当 加　算　措　置

足寄町

６月 1.225月分 0.75月分

有 役職による加算12月 1.375月分 0.75月分

計 2.6月分 1.5月分

国

６月 1.225月分 0.75月分

有 役職による加算12月 1.375月分 0.75月分

計 2.6月分 1.5月分

■職員の主な手当の状況

（平成27年４月１日現在）

手当の名称 内容および支給（額）単価

扶 養 手 当 

配偶者 13,000円

扶養親族１人につき 6,500円

配偶者のいない扶養親族１人目� 11,000円

満16歳の年度始めから満22歳の年度末まで

の子１人につき 5,000円加算

住 居 手 当

家賃の額に応じ25,500円を限度に支給

持家の場合

（町内に所在するものに限る）
16,000円

通 勤 手 当

交通機関利用者

　運賃の額55,000円を限度に支給

自動車等利用者　片道２㎞以上

　距離に応じ2,000～31,600円支給

管理職手当
課長等の職　給料月額×12％

室長等の職　給料月額×10％

寒冷地手当

基準日に在職する職員に支給

世帯主　扶養親族あり 131,900円

　　　　扶養親族なし 72,900円

その他の職員 51,700円

■年齢別職員構成の状況
（平成27年４月１日現在）

区　分 職員数 区　分 職員数 区　分 職員数

20歳未満   4人 32～35歳 21人 48～51歳   36人

20～23歳   8人 36～39歳 31人 52～55歳   22人

24～27歳 12人 40～43歳 34人 56～59歳   20人

28～31歳 14人 44～47歳 27人 60歳以上     1人

合　計 230人

用語解説
給　　与＝勤務の対価として職員に支払われる

給料、手当など
給　　料＝給与から手当を除いたもの
普通会計＝収益事業・公営企業を除いた特別会

計と一般会計の合計
類似団体＝人口および第２次・第３次産業人口

比率の類似している団体
一般行政職＝税務職、福祉職、医療職、看護保健

職、企業職、技能労務職以外の職

職員の給与などを
公表します

町民の皆さんに町職員の給与などについて、

その内容をご理解いただくために、あらまし

をお知らせします。

なお、町ホームページ（http://www.town.

ashoro.hokkaido.jp）でもご覧いただけます。

■人件費の状況（普通会計）

年　　　　　度 平成26年度

歳 出 総 額 9,455,143千円

人 件 費 1,256,576千円

人 件 費 率 13.3％

人件費のうち職員給与 882,988千円

職 員 給 与 比 率 9.3％

人件費には、議会議員や非常勤特別職の報酬、町長
など特別職の給与、職員の給与、退職手当組合負担
金などが含まれています。

■職員の初任給の状況
（平成27年４月１日現在）

区　　　　　　　分 給 料 額

一般行政職

大学卒
足寄町 174,200円

国 174,200円

高校卒
足寄町 142,100円

国 142,100円

■特別職等の報酬等の状況
（平成27年４月１日現在）

区 分 給　　料 期　 末　 手　 当

町　長 740,000円 ６月期　給料月額×1.975月分

副町長 610,000円 12月期　給料月額×2.125月分

教育長 560,000円 　　　　計� 4.1月分

■議会議員の報酬等の状況
（平成27年４月１日現在）

区 分 報　 酬 期　 末　 手　 当

議　長 278,000円 ６月期　報酬月額×1.975月分

副議長 223,000円 12月期　報酬月額×2.125月分

議　員 179,000円 　　　　計� 4.1月分

■退職手当の支給率
（平成27年４月１日現在）

区　分 勤 続 年 数 自 己 都 合 勧奨・定年 そ の 他 の 加 算

足 寄 町

勤続20年 20.445月分 25.55625月分 ・定年前早期退職特例措置

勤続25年 29.145月分 34.5825月分 　２～30％加算

勤続35年 41.325月分 49.59月分 ・勧奨による退職時特別昇給

最高限度 41.59月分 49.59月分 　８～12号給

国

勤続20年 20.445月分 25.55625月分 ・定年前早期退職特例措置　

勤続25年 29.145月分 34.5825月分 　２～45％加算

勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度 41.59月分 49.59月分

■職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与
月額の状況

（平成27年４月１日現在）

区　分
一　般　行　政　職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

足 寄 町 41.7歳 321,900円 365,193円

類似団体 42.0歳 310,369円 339,712円

国 43.5歳 334,283円 408,996円

平均給与月額には時間外勤務手当と特殊勤務手当を含
んでいません。これは、国家公務員の公表数値にこれ
ら手当が含まれていないため、同じ算出方法で比較す
るために除いているものです。



まちかどまちかどまちかど
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

まちかどまちかどまちかど

　「社会を明るくする運動」（町防犯協会主催、

後藤次雄会長）がフクハラ足寄店とＡコープ

足寄店の店頭で行われました。同会の会員や

本別地区保護司会足寄町分会の会員らが参加

し、ボールペンやメモ帳などが入った啓発グ

ッズを、訪れた買い物客に手渡しながら犯罪

や非行の防止を訴えました。

７.22 明るいまちづくり

　本別警察署と池北３町の飲食店組合等の間

で「飲酒運転根絶に関する協定」が締結され

たことを受け、町は本協定に基づく活動を支

援するため、飲酒運転根絶の日である７月13

日に、安久津勝彦町長から足寄町飲食店組合

（廣田晃組合長）、會田英一本別警察署長へ

後援承諾書の交付式が行われました。

７.19 健闘を誓う

７.13 飲酒運転根絶へ

　陸上や水泳、卓球で全道大会に出場する足

寄中学校（長江教貴校長）の生徒21人が町教

育委員会を訪れ、藤代和昭教育長に出場報告

をしました。生徒たちは「日頃の厳しい練習

の成果を発揮して頑張りたい」「３年間支え

てくれた保護者や先生方に感謝し、最後のレ

ースに挑みたい」と力強く抱負を述べました。

　足寄町文化協会（細野博文会長）主催の第

22回芸能発表会が町民センターで開かれ、同

協会に加盟する21団体延べ１５０人が出演し

ました。出演者たちは民謡やカラオケ、舞踊

など24演目を披露し、会場に詰め掛けた約２

００人の観客から大きな拍手や歓声が上がっ

ていました。

７.31 練習の成果を披露

７.29 楽しく競技
　第49回十勝地区身体障がい者スポーツ大会

（十勝地区身体障害者福祉協会主催）が町総

合体育館で開かれ、十勝管内14の町村分会か

ら２３７人が出場しました。本大会は、障が

い福祉の向上などを目的に昭和43年から開催

され、出場者は魚釣りゲームや玉入れなど多

彩な種目を楽しそうに競い合いました。

７.22 町をよくするために
　足寄高等学校（林満章校長）の生徒が、交

通安全運動とごみ拾い活動を行いました。１

年生と２年生は通学路や市街地のごみ拾いを

行ったほか、３年生は国道２４１号線沿いで

ドライバーに「安全運転よろしくお願いしま

す」と訴えながらパンフレットなどを手渡し、

交通安全を呼び掛けました。

　核廃絶への願いを込めて平和の火を全道で

走りつなぐ、反核平和の火リレー（反核平和

の火リレー平友祭足寄地区実行委員主催）が

行われ、住民ランナーなど約30人が参加しま

した。参加者は反核平和を訴えながら市街地

を行進した後、トーチに灯した平和の火を本

別町へと走り繋げました。

８.１ 平和を願い

　函館市在住の森久子さんから、交通安全を

祈願して作ったつまようじ（５００個）が届

きました。森さんは子どものころに足寄町に

住んでいたことが縁で、10年前から毎年寄贈

してくれています。このつまようじは住民課

等の協力を得て、町の交通安全キャンペーン

などでドライバーに手渡される予定です。

７.27 交通安全を祈って



足寄町教育委員会
ホームページアドレス　http://town.ashoro.hokkaido.jp/ki/
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お

知

ら

せ

開
催
し
ま
す

生
涯
学
習
事
業

生
涯
学
習
事
業

子
育
て
・
家
庭
教
育

講座や多彩なイベントが予定されています

基調講演講師の岩本勉さ
んストレッチ体操も体験

●
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

第
23
回
足
寄
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。

主
　
催　

足
寄
町

　
　
　
　

足
寄
町
生
涯
学
習
推
進
本
部

期
　
間
　
10
月
１
日
㈯
～
11
月
30
日
㈬

会
　
場　

町
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

　
　
　
　

町
内
の
生
涯
学
習
関
連
施
設

※
町
民
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
生
涯
学
習
に

関
す
る
事
業
が
多
数
行
わ
れ
ま
す
。

●
第
37
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
兼

　

第
22
回
町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

開
催
日
　
10
月
10
日
（
月
・
祝
日
）

集
　
合　

参
加
者
は
午
前
８
時
30
分
ま
で

場
　
所　

里
見
が
丘
陸
上
競
技
場
ほ
か

内
　
容　

マ
ラ
ソ
ン
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
１
㎞
・

２
㎞
・
３
㎞
・
５
㎞
）

　
　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
出
会
い
の
森
）

対
　
象　

町
民
（
幼
児
か
ら
一
般
）

詳
　
細　

総
合
体
育
館　

☎
25

－

３
１
９
１

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

　

「
す
く
す
く
」

開
催
日
　
９
月
13
日
㈫
　
10
月
20
日
㈭

　
　
　
　
11
月
17
日
㈭
　
12
月
15
日
㈭

時
　
間　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－
３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日
　
９
月
27
日
㈫
　
10
月
25
日
㈫

　
　
　
　
11
月
29
日
㈫
　
12
月
20
日
㈫

時
　
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日

　
10
月
27
日
㈭

時
　
間　

午
前
10
時
～
正
午

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

●
温
水
プ
ー
ル
休
館

　

温
水
プ
ー
ル
は
、
機
器
点
検
及
び
清
掃
等

の
た
め
、
11
月
の
１
カ
月
間
を
休
館
し
ま
す
。

な
お
、
12
月
１
日
㈭
か
ら
は
通
常
ど
お
り
開

館
し
ま
す
。

詳
　
細　

総
合
体
育
館　

☎
25

－

３
１
９
１

●
郷
土
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
郷
土
資
料
館
（
中

足
寄
）
で
収
蔵
・
展
示
可
能
な
郷
土
資
料
を

収
集
し
て
い
ま
す
。
自
宅
で
眠
っ
て
い
る
貴

重
な
資
料
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
特
に
収
集
し
て
い
る
資
料
】

・
昭
和
20
年
代
か
ら
50
年
代
頃
に
使
用
さ
れ

て
い
た
生
活
用
品
や
当
時
町
内
の
小
中
学

校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
教
科
書
等

・
廃
校
に
な
っ
た
町
内
の
学
校
関
係
資
料

・
町
内
に
あ
っ
た
関
連
施
設
に
関
す
る
資
料

（
硫
黄
鉱
山
、軍
馬
補
充
部
、森
林
鉄
道
等
）

●
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室

開
催
日

　
10
月
19
日
～
11
月
９
日

　
　
　
　

毎
週
水
曜
日
全
４
回

時
　
間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
　
所　

総
合
体
育
館

内
　
容　

ス
ー
パ
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
　
　
　

※
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
に
合
わ
せ
体

を
動
か
し
ま
す
。

対
　
象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳
　
細　

総
合
体
育
館　

☎
25

－

３
１
９
１

●
第
37
回
足
寄
町
女
性
の
つ
ど
い

主
　
催　

女
性
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

日
　
時
　
11
月
27
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
　
場　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
容　

基
調
講
演
、
赤
十
字
バ
ザ
ー
ル
、

特
産
品
販
売
等

講
　
師　

岩
本　
　

勉
さ
ん

（
野
球
解
説
者
）

演
　
題　

「
人
と
の
出
会
い
、
つ
な
が
り
」

そ
の
他　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
自
治
会
回
覧

等
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

９
月
６
日
㈫
～
20
日
㈫

　
　

垂
水
美
喜
子
写
真
展

９
月
14
日
㈬
～
21
日
㈬

　
　

高
速
道
路
展　
　

※
２
階
ロ
ビ
ー

９
月
24
日
㈯
～
10
月
４
日
㈫

　
　

防
火
週
間
作
品
展

10
月
７
日
㈮
～
18
日
㈫

　
　

足
寄
中
学
校
学
校
祭
作
品
展

10
月
22
日
㈯
～
11
月
３
日
㈭

　
　

足
寄
町
文
化
祭
作
品
展

11
月
８
日
㈫
～
15
日
㈫

　
　

健
康
づ
く
り
ロ
ビ
ー
展

11
月
17
日
㈭
～
27
日
㈰

　
　

足
寄
の
丹
頂
鶴
写
真
展

11
月
30
日
㈬
～
12
月
12
日
㈪

　
　

小
中
学
校
作
品
展

※
出
展
希
望
者
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

Vol.105

ご
相
談
く
だ
さ
い

教
育
相
談
電
話

　

子
育
て
や
家
庭
教
育
を
は
じ
め
、
教
育
に

関
す
る
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
教
育
委

員
会
で
は
、
教
育
相
談
専
用
電
話
を
設
置
し
、

悩
み
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
専
用
電
話　

☎
25

－

４
９
７
６

　

（
よ
く
な
ろ
う

3

3

3

3

3

と
覚
え
て
く
だ
さ
い
）

相
談
内
容

　

学
校
生
活
、
異
性
、
交
友
、
い
じ
め
、
非

行
、
子
育
て
、
し
つ
け
、
生
活
な
ど

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相 

談 

員

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

武田　　悟
生涯学習推進アドバイザー

青木　敬二
生涯学習推進アドバイザー
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好
評
の
夜
の
博
物
館
開
催

　

夜
の
展
示
室
を
懐
中
電
灯
だ
け
で
観
察
す

る
「
夜
の
博
物
館
～
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

博
物
館
に
は
、
今
年
新
し
い
骨
格
標
本
が

仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
新
し
い
標
本
を
本
当

に
暗
い
中
で
探
し
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
な
じ
み
の
ミ
ニ
発
掘
も
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン

プ
の
明
か
り
で
照
ら
し
な
が
ら
発
掘
し
ま
す
。

収
穫
の
秋
の
一
夜
を
博
物
館
で
楽
し
ん
で
み

て
は
ど
う
で
す
か
。

開
催
日
　
10
月
22
日
㈯

時
　
間　

午
後
６
時
～
７
時
30
分

申
込
み　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、

時
間
内
に
玄
関
か
ら
「
デ
ス
モ
ホ

ー
ル
」
に
お
入
り
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

博
物
館�

☎
25

－

９
１
０
０

道
立
図
書
館
支
援
事
業

　

図
書
室
で
は
本
年
度
、
北
海
道
立
図
書
館

の
支
援
事
業
に
よ
り
、
道
立
図
書
館
の
新
刊

書
を
借
り
受
け
て
、
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
ご

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
新
刊
書
は
、
10
月
に
同
じ
く
支
援
事
業
を

受
け
て
い
る
今
金
町
の
新
刊
書
と
交
換
す
る

た
め
、
９
月
ま
で
の
貸
し
出
し
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
図
書
室
に
あ
る
道
立
図
書
館
の
新

刊
書
が
借
り
ら
れ
る
期
間
は
残
り
わ
ず
か
で

す
の
で
、
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
に
は
道
立
図
書
館
か
ら
の
新

刊
書
約
50
冊
と
今
金
町
か
ら
の
新
刊
書
約
２

６
０
冊
が
届
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
魅

力
あ
る
新
刊
書
が
多
数
揃
う
こ
の
期
間
に
ぜ

ひ
図
書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
話
し
会

開
催
日
　
９
月
17
日
㈯
　
10
月
15
日
㈯

　
　
　
　
11
月
19
日
㈯
　
12
月
17
日
㈯

時
　
間　

午
後
１
時
～
２
時

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対
　
象　

幼
児
～
小
学
校
中
学
年

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日
　
９
月
24
日
㈯
　
11
月
26
日
㈯

　
　
　
　
12
月
24
日
㈯

時
　
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対
　
象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

詳
　
細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日

　
９
月
13
日
㈫

　
10
月
11
日
㈫

　
　
　
　
11
月
８
日
㈫

　
12
月
13
日
㈫

時
　
間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対
　
象　

乳
幼
児
～
幼
児

詳
　
細　

「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
２
９
５

新

刊

案

内

●
一
般
書

コ
ン
ビ
ニ
人
間�

村
田
沙
耶
香

�

（
第
１
５
５
回
芥
川
賞
受
賞
作
）

陸
王�

池
井
戸　

潤

ア
ン
マ
ー
と
ぼ
く
ら�

有
川　
　

浩

ス
タ
フ�

道
尾　

秀
介

お
お
あ
た
り�

畠
中　
　

恵

札
幌
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
グ
３
ラ
ス
ト
・
ソ
ン
グ

�

小
路　

幸
也

お
春�

橋
本　
　

治

美
し
い
距
離�

山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ

受
難�

帚
木　

蓬
生

生
還
せ
よ�

福
田　

和
代

記
憶
の
渚
に
て�

白
石　

一
文

日
付
の
大
き
い
カ
レ
ン
ダ
ー�

岩
崎　
　

航

津
軽
双
花�

葉
室　
　

麟

ラ
ヴ
ィ
ア
ン
ロ
ー
ズ�

村
山　

由
佳

大
沼
ワ
ル
ツ�

谷
村　

志
穂

果
て
な
き
便
り�

津
村　

節
子

執
着�

ハ
ビ
エ
ル
・
マ
リ
ア
ス

人
生
の
真
実�

グ
レ
ア
ム
・
ジ
ョ
イ
ス

誰
も
い
な
い
ホ
テ
ル
で

�

ペ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
タ
ム

エ
コ
ハ
ウ
ス
の
ウ
ソ�

前　
　

真
之

体
型
も
年
齢
も
気
に
な
ら
な
い
！
お
し
ゃ
れ

ソ
ー
イ
ン
グ�

吉
田　

直
美

は
じ
め
て
の
テ
ラ
リ
ウ
ム�

勝
地　

末
子

豆
乳
が
お
い
し
く
し
て
く
れ
る
毎
日
の
レ
シ

ピ�

堤　
　

人
美

い
つ
も
の
材
料
で
お
い
し
い
和
え
も
の

�

大
原　

千
鶴

絵
本
・
児
童
書

こ
う
さ
ぎ
ク
ー
と
お
に
ん
ぎ
ょ
う

�

み
や
に
し
た
つ
や

し
げ
ち
ゃ
ん
と
じ
り
つ
さ
ん�

室
井　
　

滋

い
も
さ
い
ば
ん�

き
む
ら
ゆ
う
い
ち

お
た
か
ら
パ
ン�

真
珠
ま
り
こ

も
り
モ
リ
さ
ま
の
森�

田
島　

征
三

な
き
む
し
こ
ぞ
う�

今
村　

葦
子

つ
み
き
で
と
ん
と
ん�

竹
下　

文
子

ね
ず
み
く
ん
と
お
ば
け�

な
か
え
よ
し
を

お
ば
け
マ
ン
シ
ョ
ン�

　

鈴
木　
　

翼

あ
い
う
え
お
ん
せ
ん�

林　
　

木
林

く
も
さ
ん
お
へ
ん
じ
ど
う
し
た
の

�

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル

セ
ラ
フ
ィ
ナ
せ
ん
ち
ょ
う
に
な
る

�

ロ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
リ
ュ
ノ
フ

世
界
一
の
三
人
き
ょ
う
だ
い

�

グ
ー
ド
ル
ン
・
メ
プ
ス

四
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

�

ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

み
ど
り
の
ト
カ
ゲ
と
あ
か
い
な
が
し
か
く

�

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ア
ン
ト
ニ
ー

詳
　
細　

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
25

－

３
１
８
８

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

動
物
化
石
博
物
館
情
報

募
集
し
ま
す

●
作
品
展
出
展
者
募
集

　

「
第
55
回
足
寄
町
文
化
祭
」
で
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
を
展
示
会
場
と
し
て
、
書

道
や
絵
画
、各
種
創
作
作
品
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
作
品
が
毎
年
出
展
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
、
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
サ
ー
ク

ル
か
ら
個
人
の
出
展
ま
で
、
活
動
の
発
表
の

場
と
し
て
皆
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

期
　
間
　
10
月
22
日
㈯
～
11
月
３
日
㈭

会
　
場　

町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
ほ
か

作
　
品　

書
道
、
絵
画
、
陶
芸
作
品
、
生
け

花
、
写
真
、
創
作
人
形
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
、
編
み
物
、
木
彫
作
品

　
　
　
　

そ
の
他
創
作
作
品
全
般

出
展
数　

一
人
３
点
ま
で

搬
　
入
　
10
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

搬
　
出
　
11
月
４
日
㈮

　
　
　
　

午
前
８
時
35
分
～
正
午

※
団
体
や
サ
ー
ク
ル
等
で
出
展
い
た
だ
け
る

方
は
、
あ
る
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
関
係
上
、
事
前
に
ご
相
談
願
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
詳
細

�
生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
噴
煙
」
原
稿
募
集

　

町
文
化
協
会
（
細
野
博
文
会
長
）
で
は
、

平
成
29
年
３
月
発
行
予
定
の
機
関
誌
「
噴
煙
」

第
39
号
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
作
品

　

創
作
・
戯
曲
、
評
論
・
回
想
、
随
筆
・
随
想
、

詩
、
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
、
写
真　

な
ど

締
切
日
　
11
月
30
日
㈬

※
応
募
資
格
や
募
集
作
品
の
詳
細
に
つ
い
て

は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

●
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

に
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し

て
い
た
だ
け
る
編
集
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
マ
マ
や
子
育
て
を
終
え
た
先
輩

マ
マ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月

１
回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
前
日
準
備
と
当
日
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
女
性
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
内
の
各
学
校
や
町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も

図
書
室
な
ど
で
、
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
、
絵
本
の
会
「
は
ら
っ

ぱ
」
と
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
、
読

み
聞
か
せ
に
興
味
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

夜の博物館も面白いよ

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８
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国
際
交
流
員

マ
ッ
ト
さ
ん
が
帰
国

　

町
国
際
交
流
員
の
マ
ッ
ト
・
フ
ェ
ル
ス
キ

さ
ん

が
２
年
間
の
任
期
を
終
え
、
８
月
27
日
に

カ
ナ
ダ
へ
帰
国
し
ま
し
た
。

　

マ
ッ
ト
さ
ん

は
、
イ
ア
ン
・
ラ
ス
カ
ウ
ス
キ

ー
さ
ん

の
後
任
と
し
て
姉
妹
都
市
カ
ナ
ダ
・
ア

ル
バ
ー
タ
州
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
友
好
協

会
の
推
薦
を
受
け
、
平
成
26
年
９
月
に
第
11

代
目
の
国
際
交
流
員
と
し
て
来
町
し
ま
し
た
。

　

マ
ッ
ト
さ
ん

は
、
教
育
委
員
会
に
勤
務
し
、

町
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る
英
語
指
導
や
保

育
園
な
ど
で
の
英
語
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
数
多
く
参
加
し
、
多
く

の
町
民
の
方
々
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
弓
道
や
和

太
鼓
を
習
う
な
ど
、
日
本
文
化
を
吸
収
し
よ

う
と
積
極
的
に
活
動
し
て
い
た
の
が
印
象
的

で
す
。

　

帰
国
に
あ
た
り
、
マ
ッ
ト
さ

ん

か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
２
年
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
２
年
間

で
、
こ
ん
な
に
早
く
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
と
て
も
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
数
え
き
れ
な

い
程
の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
た

く
さ
ん
の
日
本
文
化
と
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
飲
み
す
ぎ
と
思
え

る
程
の
ビ
ー
ル
や
海
産
物
の
活
き
造
り
、
馬

肉
な
ど
カ
ナ
ダ
で
は
絶
対
食
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
、
色
々
な
も
の
を
食
べ
ま
し
た
。
今

で
は
箸
を
使
っ
て
食
べ
る
こ
と
も
、
温
泉
に

行
く
こ
と
も
気
軽
に
で
き
ま
す
。
お
寿
司
を

作
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。
北
海
道
の
い
た

る
所
で
ス
キ
ー
を
し
た
り
、
雌
阿
寒
岳
に
登

っ
た
り
、
伝
統
的
な
仏
教
形
式
の
結
婚
式
を

見
た
り
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
英
語
を
教
え
た
経
験
が
一

番
の
思
い
出
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
い
つ
も

元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
学
校
に
一
歩
足
を
踏
み

入
れ
る
だ
け
で
私
を
笑
顔
に
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
学
校
で
は
英
語
を
教
え
る
以
外
に
も
、

た
く
さ
ん
楽
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
大

誉
地
小
学
校
で
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
か
ぼ
ち
ゃ

作
り
を
し
た
り
、
芽
登
小
学
校
で
は
も
ぎ
た

て
の
イ
チ
ゴ
を
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

螺
湾
小
学
校
で
は
米
の
収
穫
を
手
伝
い
、
足

寄
小
学
校
で
は
綱
引
き
に
参
加
。
足
寄
中
学

校
で
は
自
分
が
教
え
た
生
徒
が
卒
業
し
、
高

校
に
進
学
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
分
が
教
え
た
生
徒
た
ち
が
将
来
、
英

語
を
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
中
で
役
立
て
て
く

れ
れ
ば
何
よ
り
で
す
。

　

ま
た
特
に
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

五
十
嵐
定
美
さ

ん

と
の
弓
道
の
練
習
で
す
。
弓

道
は
私
が
挑
戦
し
た
中
で
一
番
難
し
い
も
の

で
し
た
が
、
同
時
に
最
も
価
値
の
あ
る
も
の

の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
弓
道
を
通

し
て
、
謙
遜
と
忍
耐
、
日
本
文
化
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
五
十
嵐
さ

ん

に
は
言
葉
で

は
言
い
表
せ
な
い
程
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

　

滞
在
中
に
は
私
の
家
族
に
も
足
寄
町
の
街

並
み
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
私
と
同
様
、
家
族
が
日

本
滞
在
中
に
最
も
気
に
入
っ
た
所
が
足
寄
町

で
し
た
。

　

ま
た
私
は
、
こ
の
足
寄
町
で
何
度
と
な
く

日
本
人
の
や
さ
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
博

物
館
で
毎
週
日
本
語
を
教
え
て
く
れ
た
人
た

ち
、
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
の
人
た
ち
、
飲
み
に

行
く
た
び
に
で
き
た
新
し
い
友
達
・
・
・
足

寄
町
の
人
た
ち
は
い
つ
も
私
を
笑
顔
で
温
か

く
迎
え
て
く
れ
、
友
情
も
築
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
足
寄
町
の
人
た
ち
の
優
し

さ
や
強
い
友
情
が
、
こ
の
地
域
を
豊
か
に
し

て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

足
寄
町
で
過
ご
し
た
貴
重
な
時
間
を
私
は

一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
足
寄
町
の
皆
さ
ん
に
は

ど
ん
な
に
感
謝
し
て
も
足
り
な
い
く
ら
い
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
２
年

間
、
私
と
過
ご
し
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
い
つ
か
足
寄
に

戻
っ
て
き
ま
す
！

�

マ
ッ
ト
・
フ
ェ
ル
ス
キ

三井浩二さん野球教室
　

８
月
４
、
５
日
に
本
町
出
身
の
プ
ロ
野
球
選

手
と
し
て
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
で
活
躍
し
た

三
井
浩
二
さ

ん

の
野
球
教
室
（
町
、
町
教
育
委
員

会
主
催
）
が
里
見
が
丘
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
野
球
教
室
は
、
三
井
さ

ん

が
球
界
を
引
退

し
た
翌
年
の
２
０
１
１
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ

て
お
り
、
今
年
で
６
回
目
。

　

４
日
は
、
三
井
さ
ん

の
母
校
で
あ
る
足
寄
中
学

校
の
野
球
部
員
16
人
が
参
加
し
、
三
井
さ
ん
か

ら
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
守
備
、
打
撃
、
投
球
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
実
践
。

　

三
井
さ
ん

は
「
中
学
生
の
う
ち
は
パ
ワ
ー
を
身

に
付
け
る
こ
と
よ
り
も
、
球
に
当
て
る
こ
と
を

意
識
し
て
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
「
補
欠
選

手
で
も
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
れ
ま
す
。
目
標
を

持
ち
続
け
、
あ
き
ら
め
な
い
で
毎
日
練
習
を
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
た
く
さ
ん
練
習
し
て
、

た
く
さ
ん
ご
飯
を
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
、
日
々
の
反
復
練
習
や
基
礎
体
力
の

大
切
さ
を
話
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
３
年
生
が
一
打
席
ず
つ
三
井
さ
ん

と
対

戦
。
変
化
球
の
投
げ
分
け
や
、
け
ん
制
球
を
使

っ
た
現
役
時
代
さ
な
が
ら
の
三
井
さ
ん

と
の
真
剣

勝
負
に
、
球
児
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
５
日
は
野
球
少
年
団
「
足
寄
ス
ラ
ッ

ガ
ー
ズ
」
の
子
ど
も
た
ち
を
指
導
。
野
球
技
術

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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夏
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
む

２
０
１
６
オ
ン
ネ
ト
ー
物
語

８
月
３
日
、
町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ

り
（
佐
竹
桃
代
園
長
）
で
七
夕
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
色

と
り
ど
り
の
浴
衣
や
甚
平
に
身
を
包
み
、
お

も
ち
ゃ
す
く
い
や
く
じ
引
き
な
ど
を
楽
し
ん

だ
り
、
盆
踊
り
を
踊
っ
た
り
し
な
が
ら
、
夏

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
祭

り
の
最
後
に
は
、
保
護
者
の
会
に
よ
る
花
火

が
盛
大
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
七
夕
の
夜
に
華

を
添
え
ま
し
た
。

９
月
25
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

オ
ン
ネ
ト
ー
国
設
野
営
場

●
自
然
ふ
れ
あ
い
教
室

　

オ
ン
ネ
ト
ー
の
散
策
路
で
森
に
親
し
む
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

①
雌
阿
寒
岳
登
山
コ
ー
ス　

受
付

：

午
前
６
時
～
６
時
30
分　

雌
阿
寒
温
泉
前
広
場

　

②
オ
ン
ネ
ト
ー
湖
岸
遊
歩
道
コ
ー
ス　

受
付

：

午
前
９
時
30
分
～
10
時

　

③
湯
の
滝
遊
歩
道
コ
ー
ス　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ン
ネ
ト
ー
国
設
野
営
場

●
あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
出
店
コ
ー
ナ
ー 

●
農
産
物
の
無
料
試
食
コ
ー
ナ
ー

●
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示

●
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
表
彰
式

●
オ
ン
ネ
ト
ー
コ
ン
サ
ー
ト

※
雨
天
の
場
合
は
、
一
部
内
容
を
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。

無
料
送
迎
バ
ス
運
行

午
前
８
時
30
分
発　
　
　

午
前
９
時
30
分
着　
　

午
後
２
時
発　
　
　
　
　

午
後
３
時
着

詳　

細　

あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会　

☎
25

－

６
１
３
１

あ
し
ょ
ろ
銀
河

ホ
ー
ル
21

オ
ン
ネ
ト
ー

国
設
野
営
場

あ
し
ょ
ろ
銀
河

ホ
ー
ル
21

往
路

復
路

国

民

年

金

保

険

料

の

追

納

を

お

勧

め

し

ま

す
！

み
ん
な
の
国
民
年
金

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
・
法
定
免
除
）
や
納
付
猶
予
（
※
１
）、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間

が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と

比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
取
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る

た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

て
古
い
月
分
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以

降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一

定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
の
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

年
金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

《
注
意
事
項
》

・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
残
り
の
納

付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

・「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
が
「
納

付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」
よ
り
先

に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち

ら
を
優
先
し
て
納
め
る
か
本
人
が
選
択
で

き
ま
す
。

※
１
「
納
付
猶
予
制
度
」

　

平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
法
律
の
改
正
に

よ
り
、
30
歳
未
満
を
対
象
と
し
た
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
の
対
象
年
齢
が
50
歳
未
満
ま
で

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
平
成
28
年
６
月
以
前
の
期
間
は
、

引
き
続
き
30
歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間
が
納
付

猶
予
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

詳　

細

　

帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

　

役
場
住
民
課
住
民
室
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

北海道演習林事務所に現れたベニテングタケ

ベニテングタケ5
Vol.

　

テ
ン
グ
タ
ケ
科
テ
ン
グ
タ
ケ
属
の
き
の
こ

で
北
半
球
の
温
帯
以
北
に
広
く
分
布
し
ま
す
。

足
寄
で
は
８
月
下
旬
か
ら
９
月
下
旬
頃
、
主

に
シ
ラ
カ
ン
バ
な
ど
の
カ
バ
ノ
キ
属
の
林
に

発
生
し
、
こ
れ
ら
と
菌
根
と
呼
ば
れ
る
共
生

関
係
を
結
び
ま
す
。
鮮
赤
色
の
傘
の
表
面
に

散
在
す
る
白
い
つ
ぼ
の
破
片
が
特
徴
で
、
こ

れ
ぞ
毒
き
の
こ
と
い
っ
た
姿
を
し
て
い
ま
す

が
、
意
外
に
も
死
亡
例
は
少
な
く
、
旨
味
成

分
を
含
む
た
め
食
用
と
し
て
い
る
地
域
も
あ

り
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
が
毎

年
の
よ
う
に
発
生
し
、
平
成
元
年
以
降
で
は

テ
ン
グ
タ
ケ
属
の
き
の
こ
に
よ
る
被
害
件
数

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ベ
ニ
テ
ン
グ

タ
ケ
は
イ
ボ
テ
ン
酸
や
ム
ッ
シ
モ
ー
ル
な
ど

の
有
毒
成
分
を
含
み
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
分

は
乾
燥
や
熱
処
理
を
行
っ
て
も
残
存
率
が
高

い
た
め
、
精
神
錯
乱
や
下
痢
、
嘔
吐
等
の
症

状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
誤
食
し

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
き
の
こ
狩
り
に
出
か

け
る
人
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
食
用
で
あ
る

こ
と
を
き
ち
ん
と
確
認
し
て
、
秋
の
味
覚
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

　
　
　
　

（
村
田
秀
介
、
内
海
泰
弘
）

�

☎
25

－

２
６
０
８

◇
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ
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詳　

細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

　

や
っ
ぱ
り
、
み
ん
な
お
得
が
好
き
⁉

〈
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
ま
つ
わ
る
ホ
ン
ト
に

あ
っ
た
怖
い
話
〉

　

お
店
が
独
自
で
発
行
し
て
い
る
「
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
」
は
買
い
物
し
た
代
金
に
よ
っ
て

ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
消
費
者
に
と
っ
て
嬉
し

い
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
そ
の
反
面
、
使
用
期

限
が
過
ぎ
て
ポ
イ
ン
ト
が
消
滅
し
て
し
ま
っ

た
と
か
、
欲
し
い
商
品
に
交
換
す
る
た
め
に
、

本
当
は
必
要
の
な
い
も
の
ま
で
買
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
事
例　

１
〉

　

家
電
量
販
店
で
買
い
物
を
し
た
際
に
「
特

典
が
付
く
か
ら
」
な
ど
と
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
作
る
よ
う
熱
心
に
勧
め
ら
れ
た
。
高
齢
な

の
で
申
込
書
に
記
入
す
る
の
が
難
し
い
と
断

っ
た
が
、
店
員
に
「
代
わ
り
に
記
入
す
る
」

と
言
わ
れ
、
断
り
き
れ
ず
に
申
し
込
ん
だ
。

数
日
後
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
電
話
が
あ

り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
機
能
が
付
い
た
も

の
だ
と
わ
か
っ
た
。
先
日
は
年
会
費
の
請
求

書
も
届
い
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
機
能
は

い
ら
な
い
。
解
約
し
た
い
。（
80
歳
代
女
性
）

【
解
説
＆
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

店
頭
で
勧
誘
さ
れ
た
時
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
作
成
す
る
こ
と
は
承
諾
し
た
け
れ
ど
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
機
能
付
き
ま
で
は
希
望

し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
相
談
で
す
。

　

申
し
込
む
時
に
は
必
ず
説
明
を
し
っ
か
り

聞
き
、
必
要
で
な
い
も
の
、
納
得
で
き
な
い

も
の
で
あ
れ
ば
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ

う
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
付
き
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
は
、
特
典
が
優
遇
さ
れ
る
反
面
、
年
会
費

が
発
生
す
る
場
合
や
決
済
機
能
が
あ
る
た
め

保
管
等
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

〈
事
例　

２
〉

　

５
万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て
い
た
家

電
量
販
店
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
紛
失
し
ま

し
た
。
店
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
が
「
ポ
イ

ン
ト
は
失
効
、
カ
ー
ド
再
発
行
は
で
き
な
い
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
入
会
時
に
、
住
所
・
氏

名
・
連
絡
先
を
記
載
し
て
お
り
、
会
員
番
号

も
分
か
る
は
ず
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
確
認
等
が

で
き
る
と
思
う
の
で
す
が
、
仕
方
な
い
の
で

す
か
？

【
解
説
＆
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ま

で
た
ま
っ
て
い
た
ポ
イ
ン
ト
が
消
滅
し
て
し

ま
い
、
割
引
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
相
談
で
す
。

　

企
業
が
消
費
者
の
個
人
情
報
と
ポ
イ
ン
ト

残
高
等
を
併
せ
て
管
理
し
、
再
発
行
等
に
対

応
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
る
場
合
、

可
能
な
限
り
補
償
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考

え
ま
す
。（
経
済
産
業
省
「
企
業
ポ
イ
ン
ト

運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
方
針
に
よ
る
）

　

消
費
者
も
紛
失
し
た
場
合
、
事
業
者
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
も
ら
え
る
の
か
、
利
用

規
約
で
確
か
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〈
消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
〉

　

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
は
様
々
な
形
態
が
あ

り
ま
す
。

・
一
定
額
を
前
も
っ
て
入
金
し
て
お
く
チ
ャ

ー
ジ
型
→
入
金
し
た
お
金
は
払
い
戻
し
さ

れ
な
い
場
合
あ
り
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
サ
ー
バ
ー
型
→
機
種

変
更
前
に
事
前
（
移
行
）
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

　　

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
作
成
す
る
時
は
、
利

用
目
的
・
内
容
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
、
上

手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象
と

し
た
「
か
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て

紹
介
す
る
ニ
ン
�

か
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
？

　

認
知
症
な
ど
に
よ
り
行
方
不
明
に
な
っ
た

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
隣
近
所
、
事
業
所
、

団
体
な
ど
の
協
力
機
関
が
連
絡
を
取
り
合
い
、

ま
ち
ぐ
る
み
で
速
や
か
に
発
見
・
保
護
す
る

仕
組
み
で
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
後
の
本
人
・
家
族
の
不
安

解
消
と
適
切
な
支
援
も
行
い
ま
す
。

行
方
不
明
の
原
因
と
な
る
〝
徘
徊
〟
と
は
？

　

徘
徊
と
は
、
辞
書
で
は
『
あ
て
も
な
く
、

う
ろ
う
ろ
と
歩
き
回
る
こ
と
』
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
認
知
症
の
人
は
必
ず
目
的

が
あ
っ
て
歩
い
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
昔
の
職
業
が
新
聞
配
達
だ
っ
た

方
は
早
朝
か
ら
出
掛
け
よ
う
と
し
ま
す
。
ま

た
、
い
つ
も
山
菜
取
り
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
方
は
、
春
に
な
る
と
頻
繁
に
外
出
し
よ
う

と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
認
知
症
の
中
核
症
状
で
あ

る
記
憶
障
害
や
見
当
識
障
害
に
よ
っ
て
生
活

に
困
難
が
生
じ
、
喪
失
感
や
不
安
か
ら
自
分

が
安
心
で
き
る
場
所
を
求
め
て
歩
き
続
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
認
知
症
か
つ
方
向
感
覚
を
つ

か
さ
ど
る
頭
頂
葉
が
侵
さ
れ
て
い
る
方
は
、

行
方
不
明
に
つ
な
が
り
や
す
い
の
で
す
。

身
近
な
人
に
徘
徊
が
み
ら
れ
た
ら

　

ま
ず
は
、
本
人
が
な
ぜ
外
出
し
た
い
の
か

を
理
解
し
、
安
心
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
家
族
だ
け
で
抱
え
る
に
は
荷
が
重

い
の
で
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
し
工
夫
し

て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

　

か
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
未
登
録
の
方
で

も
利
用
で
き
ま
す
が
「
身
近
な
人
が
、
方
向

感
覚
を
失
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
」
な
ど
の

心
配
が
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
登
録
し
て
お

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
役
場
で
は
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
器
等
の
初
期
費
用
助
成
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

「
徘
徊
か
な
？
」
と
思
う
人
に
出
会
っ
た
ら

　

気
に
な
る
方
を
見
掛
け
た
と
き
に
は
、
次

の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
声
掛
け
判
断
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
不
自
然
さ

・
夜
中
や
早
朝
に
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
い
て
い
る
。

・
あ
て
が
な
い
よ
う
に
歩
い
て
い
た
り
、
き

ょ
ろ
き
ょ
ろ
と
周
り
を
見
回
し
て
い
る
。

・
声
を
掛
け
て
も
脇
目
も
ふ
ら
ず
、
一
目
散

に
歩
い
て
い
る
。

・
外
出
の
割
に
、
身
な
り
が
乱
れ
て
い
る

　

（
気
温
に
合
わ
な
い
服
装
、
パ
ジ
ャ
マ
を

着
て
い
る
、
靴
を
履
い
て
い
な
い
）。

②
危
う
さ

・
車
道
を
歩
い
た
り
、
道
路
を
横
切
ろ
う
と

ふ
ら
ふ
ら
し
た
り
し
て
い
る
。

・
路
肩
や
道
端
に
座
り
込
ん
で
い
る
。

③
困
っ
て
い
る

・
同
じ
と
こ
ろ
を
何
度
も
歩
い
て
い
る
。

・
質
問
に
戸
惑
い
「
分
か
ら
な
い
」
と
答
え

　

る
。

【
声
掛
け
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
驚
か
せ
な
い

・
ゆ
っ
く
り
と
近
付
き
、
相
手
の
視
野
に
入

っ
て
か
ら
話
し
掛
け
る
。
後
ろ
か
ら
急
に

声
を
掛
け
た
り
、
大
声
で
話
し
掛
け
た
り

し
な
い
。

・
近
付
き
過
ぎ
ず
に
、
目
を
合
わ
せ
て
ゆ
っ

く
り
と
穏
や
か
な
口
調
で
話
し
掛
け
る
。

②
急
が
せ
な
い

・
分
か
り
や
す
く
簡
潔
な
言
葉
で
、
ひ
と
つ

ず
つ
話
し
掛
け
る
。
返
事
が
な
く
て
も
矢

継
ぎ
早
に
質
問
せ
ず
、
答
え
を
ゆ
っ
く
り

待
つ
。

③
自
尊
人
を
傷
つ
け
な
い

・
不
可
解
な
言
動
を
さ
れ
て
も
、
慌
て
た
反

応
を
し
な
い
。

・
厳
し
い
表
情
や
腕
組
み
、
見
下
ろ
す
よ
う

な
視
線
、
数
人
で
取
り
囲
ん
だ
り
急
に
相

手
の
体
に
触
れ
た
り
し
な
い
。

④
周
囲
と
協
力
す
る

・
声
を
掛
け
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
は
、

警
察
や
役
場
、
近
所
の
人
に
助
け
を
求
め
る
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
近
所
の
方
の
温
か

い
目
に
見
守
ら
れ
、
安
心
し
て
ま
ち
を
歩
き

回
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

目
的
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が

認
知
症
の
正
し
い
知
識
を
学
び
、
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳　
　

細

�

役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
25

－

９
２
０
０
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本別町芸術文化事業「メンタリスト
ＤａｉＧｏ氏講演会」〜ちょっとした
行動で未来を変える方法〜

ラリー北海道「陸別ステージ」開催

　国内唯一のラリー国際格式レース「ラリー北

海道」が、今年も十勝を舞台に開催されます。

陸別ステージは次の日程で行われますので、ぜ

ひご観戦ください。

日　　時

　９月24日㈯　１回目　午前８時52分

　　　　　　　２回目　　　11時23分

　　　　　　　３回目　午後１時８分

場　　所　イベント広場

　陸別サーキット（陸別町字遠別）

料　　金　ステージ券

　前売り２，０００円（当日２，８００円）

詳　　細

� 陸別ラリーを成功させる会

� （陸別町役場産業振興課内）

� ☎２７－２１４１内線１３５

　本別町芸術文化事業振興会では、テレビなど

で活躍しているメンタリストのＤａｉＧｏ氏を

迎え、次の通り講演会を開催します。多くの皆

さんのご来場をお待ちしています。

日　　時　９月25日㈰　午後６時30分－

場　　所　本別町中央公民館

入 場 料

　一　　般　２，０００円（前売券１，５００円）

　小中学生　１，０００円（前売券７００円）

そ の 他　チケット販売所や託児希望など、詳

しくはお問い合わせください。

詳　　細� 本別町中央公民館内文化振興担当

� ☎２２－５１１１

救急医療は適切に
利用しましょう

戦後海外から引き揚げて
来られた方々へ

オータムジャンボ宝くじ
発売中

特殊詐欺に注意しましょう

公正証書についての相談を
受け付けます

　急を要さない軽症患者による、

安易な救急車利用や救急医療機関

の時間外受診が増えています。

　救急医療機関は、休日や夜間に

緊急処置が必要な方に治療を行う

ためのものです。通常の診療時間

帯と違い、医療スタッフが少ない

など限られた治療しか行うことが

できません。

　家庭での応急処置で様子を見ら

れるような軽い症状の方は、通常

の診療時間帯に受診するよう心掛

けてください。

　本当に緊急性のある患者さんが

速やかに治療を受けられるよう、

皆さんのご理解とご協力をお願い

します。

詳　　細� 道保健福祉部

� 地域医療推進局

� ☎０１１－２３１－４１１１

　税関では、戦後海外から引き揚

げて来られた方々からお預かりし

た、次のような未返還の保険証券

類をお返ししています。

・終戦後、海外から引き揚げて来

られた方々が上陸地の税関・海

運局に預けられた通貨や証券

・帰国前に樺太（真岡、大泊、豊

栄、留多加など）、満州（瀋陽、

吉林、撫順、鞍山など）にあっ

た在外公館、日本人自治会に預

けられた通貨・証券等のうち日

本に返還されたもの。

※本人だけでなく、家族の方でも

返還請求ができます。心当たり

のある方は、お気軽に最寄りの

税関までお問い合わせください。

詳　細� 函館税関監視部

� 統括監視官部門

� ☎０１３８－４０－４２４４

発売期間

　９月26日㈪－10月14日㈮
抽せん日　10月21日㈮
支払開始日　10月26日㈬

　特殊詐欺とは、振り込め詐欺を

はじめとする、被害者と対面せず

に現金等をだまし取る詐欺の総称

です。家庭や職場、地域の中でお

互いが声を掛け合い、特殊詐欺の

被害をなくしましょう。

詳　　細� 道環境生活部

� くらし安全局

� ☎０１１－２３１－４１１１

　10月１日㈯から７日㈮は公証週

間です。日本公証人連合会本部で

は、公正証書に関する相談電話を

受け付けています。公正証書は権

利の争いを防ぎ、あなたの財産を

守ります。

期　　間　10月１日㈯－７日㈮
受付時間

①午前９時30分－正午

②午後１時－４時30分

内　　容　遺言、任意後見契約な

どの公証事務全般

公証週間相談電話ダイヤル

☎０３－３５０２－８２３９

詳　　細� 釧路地方法務局総務課

� ☎０１３８－４０－４２４４

東京と足寄を結ぶ
ふるさと会について

法律に関することで
お悩みではありませんか

知ってますか？
道の「苦情審査委員」制度

ご存じですか？
「国民年金基金」

高齢者の交通事故を
防ぎましょう

自衛官候補生（男子）採用試験
　第37回東京と足寄を結ぶ・ふる

さと会を東京都で開催します。

　東京都や近県に住む足寄町出身

やゆかりのある、ふるさと会に登

録されていない方のお名前と住所

をお知らせください。

　また、町内の方で参加を希望す

る場合は、10月14日㈮までにご連

絡ください。

日　時

　10月29日㈯　午後５時30分－

場　所

　新宿プリンスホテル

　東京都新宿区歌舞伎町

参加費　（男性）� ８，０００円

　　　　（女性）� ７，０００円

　　　　（子ども）１，０００円

詳　細　役場総務室広報広聴担当

� ☎２５－２１４１内線３３５

　釧路地方法務局では、地域の皆

さんの相談にお応えする「全国一

斉！法務局休日相談所」を開催し

ます。相談は無料で、秘密は守ら

れます。

日　　時　10月２日㈰
　　　　　午前10時－午後３時

相談内容

・土地や家屋に関する登記、会社

や法人に関する登記手続き

・土地の測量、隣地との境界紛争

・近隣トラブル、いじめ、虐待、

ＤＶ、インターネットにおける

プライバシー侵害等の困りごと

・遺言や相続に関する困りごと

相談担当者　法務局職員、司法書

士、土地家屋調査士、公証人、

人権擁護委員

申込期限　９月28日㈬
※平日の午前９時から午後５時ま

でにお申し込みください。

詳　　細� 釧路地方法務局

� 帯広支局総務課

� ☎０１５５－２４－５８２３

　道が行った業務や制度の内容を

審査する制度が「北海道苦情審査

委員」制度です。皆さん自身の利

害に関することで、道政に対する

苦情であれば「苦情審査委員」に

申し立てができます。審査の結果、

道の業務執行に不備な点や制度上

に問題があるときは、道の機関に

是正や改善を求めます。

　申し立て方法は「苦情申立書」

に必要な事項を記入し、提出して

ください。また、ＦＡＸ，メール

などでも申し立てができます。

苦情申し立て専用メールアドレス

kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp
詳　　細� 北海道総合政策部

� 知事室道政相談センター

� ☎０１１－２０４－５５２３

ＦＡＸ０１１－２４１－８１８１

　国民年金基金は、老後に受け取

る国民年金（老齢基礎年金）に上

乗せして、より豊かな老後を保証

する公的な年金制度です。第１号

被保険者で保険料を納めている60

歳未満の方が加入できます。

　国民年金基金制度には、税制上

の優遇措置がある他、国民年金に

任意加入している60歳以上65歳未

満の方でも加入できます。

詳　細� 北海道国民年金基金

� ,０１２０－６５－４１９２

　この時季は、各地で秋のお祭り

や各種イベントが開催されるなど、

飲酒の機会が増える他、観光や行

楽などで車を運転することが多く

なります。飲酒運転はもちろん、

スピードの出し過ぎには注意しま

しょう。また、日ごとに日没が早

まることから、歩行中や自転車を

利用している高齢者は被害に遭う

交通事故が発生する傾向にありま

す。ゆとりのある運転計画を立て

る他、交通ルールの尊厳や思いや

りのあるマナーの実践を心掛け、

交通事故を防止しましょう。

詳　細� 道環境生活部

� くらし安全局

� ☎０１１－２０４－５２１９

受付期間

　９月12日㈪ー11月24日㈭
試 験 日　11月27日㈰
試験予定場所

　帯広市（自衛隊帯広駐屯地）

受験資格　18歳以上27歳未満の方

※年間を通じて応募受け付けをし

ています。

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ

http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細� 自衛隊帯広募集案内所

� ☎０１５５－２３－８７１８

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

町へ

・牧之段英輝さ
ん（本別町）から

町の振興のために� １万円

募　　集

お知らせ
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☆８月17日から北海道で観測史上初と

なる３つの台風が上陸し、本町にお

いても床上、床下浸水など甚大な被

害が発生しました。被害を受けられ

ました方に心からお見舞い申し上げ

ます。

☆この間、へき地の集落センターなど

で避難者の受け入れをしましたが、

多くの地域住民の方々や避難者自ら

設営準備や物資の運搬などをお手伝

いいただき、また、多くの企業や団

体、ボランティアの方々が排水作業

や家屋の清掃作業などに取り組んで

いただいたことに、改めて人とのつ

ながり、温かさを感じました。

☆一日も早く平穏な暮らしに戻れるこ

と切に願うところです。

　８月４日に行われた「三井浩二野球教室」

でのスナップです。

� （⇒12ページ）　

ひとのうごき

８月末の住民基本台帳

人　口　　７，１６４　人　（＋７)

　男　　　３，４７０　人　（－７)

　女　　　３，６９４　人　（＋14)

世　帯　　３，５５８世帯（＋５)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

堀　将
まさ

也
や

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年６月30日生まれ）

　わが家のお笑い芸人将也。い

つもみんなを笑わせてくれます。

持ち前の愛嬌と得意の歌を使っ

て、これからもみんなに笑いを

ばらまいてね。

� 竜也・知恵さ
んの子

� （西町４丁目）

木村　圭
けい

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年11月15日生まれ）

　甘えん坊で、ちょっと人見知

り。でも、とびきりの笑顔で家

族を癒してくれる末っ子長男。

これからも変わらない笑顔で、

元気に大きくなあれ。

� 慎司・晴美さ
んの子

� （螺湾）


